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単細胞真核生物である出芽酵母では、オートファジーが誘導されると、pre-
autophagosomal structureと名付けられた構造体から袋状の膜が伸展して隔離膜とな
り、最終的に端が閉じて、被分解物を内包した球状の二重膜胞であるオートファゴ
ソーム（以下AP）が完成する。オートファジー研究において依然として大きな問題は、
AP膜の供給元の同定と膜供給の分子メカニズムである。そこで、私は AP膜に局在
する膜タンパク質に注目した。膜タンパク質は細胞内の小胞輸送システムを介して
標的となるオルガネラに供給されるので、膜タンパク質を同定することは、AP膜が
どのオルガネラから供給されているのかという基本的な問いの解明に直接つながる
研究となる。出芽酵母において AP膜に局在する膜タンパク質としては、Golgiを経
由して AP膜に供給される Atg9が唯一知られるのみだった。最近になって、AP形
成と ERとの関係が示唆されるようになってきたが、AP膜に局在する ERの膜タン
パク質は未だに知られていない。そこで APの精製系を確立し、AP膜に局在する膜
タンパク質をプロテオーム解析により網羅的に同定することを本研究の目的とする。
本研究を通じて、AP膜を構成するタンパク質や脂質成分の起源を解明する手がかり
を得たい。
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